
 

 

  

 明日から６月。新学年が始まって２ヶ月が過ぎ、早くも１学期の折り返し地点です。子ども

たちは新しい学年での学校生活が習慣化され、落ち着いた雰囲気の中で毎日を過ごしています。 

 

 連休明け、市人権擁護委員の方から「人権の花運動」の苗をいただきました。若狭東高校の生

徒さんが丹念に育てられたとても立派な苗です。全校でプランターに植え替え、その後は当番

を決めて水やりのお世話をし

てくれています。当番でなく

ても登校後は必ず花の様子を

見るなど成長を心から楽しみ

にしています。このような様

子を見ていると、花の成長を

通して子どもたちの優しさと

思いやりの心も成長してきて

いるなあと感じています。 

 

 ５月２４日（水）に全校で「田植え」体験を行いました。田植えが出来る状態にしてくださっ

たり田植えの仕方を教えてくださったりしていただいた東さん、今年も福井県のブランド米で

ある「いちほまれ」の苗を用意してくださった JA 福井県小浜支店の皆様、田植えをする際にご

指導いただいた田村の里ファームの方々と数多くの皆様のお世話があってこの日を迎えること

が出来ました。「田植え」体験が出来ることを当たり前と思わず、いろいろな方々のおかげがあ

ることへの感謝の気

持ちを忘れないでほ

しいと思います。これ

からは、苗の成長を観

察を通して願い、秋の

「稲刈り」への思いを

高めてほしいと思い

ます。秋の収穫が楽し

みですね。 

 

 ５月２６日（金）に「交通安全教室」を行いました。子どもたちにとって自転車は大切な移動

手段です。今回は今までの自転車の乗り方を再確認する良い機会となりました。小浜警察署や

交通安全指導員の方々からは出発時に気をつけなければならないこと、出発前に準備しておく

こと、ブレーキの安全なかけ方、

交差点での安全確認の仕方など

たくさん再確認することができ

ました。しかし、今回確認した

ことや感じたことが普段の生活

で活かされなければ意味があり

ません。「自分の命は自分で守

る」を忘れずに･･･。 

 

 

 

 

学校だより【第３号】 

小浜市立中名田小学校 

令和５年５月３１日 



家庭・地域・学校協議会 

下記の皆様に協議会委員および学校評議員、地域コーディネーターを委任させていただきま

した。協議会は年間３回実施します。今年度お世話になる方々をご紹介します。（敬称略） 

氏  名 役  職 氏  名 役  職 

村上 市治 中名田地区区長会会長 西本 吉右衞門 中名田地区老人クラブ連合会会長 

中野 久一 中名田コミュニティセンターセンター長 大山 祐子 中名田地区女性部会長 

坂下 憲治 田村のゆめづくり協議会会長 中野 浩一郎 中名田地区スポーツ協会会長 

宇多 順一 青少年健全育成会議中名田支部支部長 中野 純子 中名田地区主任児童員 

森本 幸夫 民生委員中名田地区会長 寺田 裕志 中名田小学校 PTA 会長 

  ５月２６日（金）に学校評議員の皆様にご参加いただき、第１回協議会を行いました。会では、協議会

の趣旨を説明後、令和５年度の学校経営方針やスクールプランについて説明させていただきました。今

年１年間、中名田小学校がめざす方向性についてご理解いただけたと思っています。これからは、さらに

家庭と地域、学校が手を携えながら中名田っ子の成長を支えていければと思います。 

  第２回、第３回には学校評価の結果を基に、考察および今後の展望について評議員の皆様からご意

見を伺い、今後の学校経営に反映させていきたいと考えています。 

 

中名田地区のボランティア力 

  

  

 

４月末の強風で、和多田区から加茂神社への歩道沿い（本校の通学路）

に倒木があったため、急遽、ゆめづくり協議会で点検を実施されました。

そして、区長会、PTA、ゆめづくり協議会で協議し、倒木の可能性があ

る木々の伐採を GW の最終日（５／７）に実施されました。 

 当日は、雨が降りしきる中ではありましたが、歩道上樹木対策作業を

進めていただき、通学路の危険状態を解消していただきました。本当に

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

以下の文面・写真は中名田コミュニティーセンターHP の「中名田ブログ係」と「協議会・

自主防災会 Twitter」から引用させていただきました。（借用了解済みです） 

 

写真のように、当日はたくさんの 

マンパワー（人的資源）が集結され

ました。中名田地区民のボランティ

ア力の凄さを痛感しました。 

このような地区民の方々の後ろ姿 

を見ながら子どもたちの郷土愛が育

まれていくんだと感じました。 

 


